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広島大学国際センター 

広島大学短期交換留学（HUSA）プログラム 派遣留学報告書 

  記入日 平成 27 年 1 月 10 日 

所 属 学 部 ・ 研 究 科 法学部  4 年次（留学開始時点） 

留 学 先 大 学 釜山大学校（国名： 韓国  ） 

所 属 学 部 ・ 学 科 等 名 人文大学 国語国分学科 

在 籍 身 分 交換留学生 

留 学 期 間 平 成 2 6 年 8 月 2 7 日 ～ 平 成 2 6 年 1 2 月 2 8 日 

１．渡航について 

ビ ザ に つ い て 

 

ビザの種類： D-2 

ビザ申請先： 駐広島大韓民国総領事館 

取得方法，提出書類：申込書、パスポート、銀行の残高証明書、入学許可書 

手続きに要した日数：１日 

そ の 他 必 要 な 

事 前 手 続 き 

 

出 国 年 月 日 平成 27 年 8 月 28 日 

経 路 博多～釜山 フェリー 

現 地 で の 出 迎 え  □有（・大学関係者 ・その他）   ■無 

到着後オリエンテーショ

ン の 実 施 状 況 ・ 

期間・内容 

大学生活関連 8/29 英語で実施 

寮生活関連 9/17 英語で実施 

帰 国 年 月 日 平成 27 年 12 月 27 日 

経 路 釜山～博多 フェリー 

２．留学経費について 

所

要

経

費 

総額 397,000 円 

内訳 

渡航費  18,000 円 

保険料  45,000 円 

教科書代(学費)  4,000 円 

宿舎費 130,000 円 

食費,交通費,旅行費, 

その他生活費 

200,000 円 

 

 

３．授業について 

4 年 2 学期         9 月   1 日   ～    12 月   19 日 

年   学期          月    日   ～      月     日 
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年   学期  月    日   ～      月     日 

年   学期          月    日   ～      月     日 

授業の概要について

（カリキュラム，プロ

グラム等） 

韓国語のクラスは初･中･高級の 3 クラスしかなく,きちんとレベルに合った勉強ができない

と感じました。現地学生と一緒の授業を取ったことで交流の 
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（３）危険を感じた地域，状況 

特にありませんでした。ただ、寮から学生街まで徒歩で約30 分あり(街灯はあるがそれほど明るくない)、循環バスも20

時で終わるため、夜は早めに帰る、一人で出歩かないなど注意するべきであると思います。 

（４）その他生活等に関して参考となる事項 

 

 

 

 

５．帰国後の進路について 

卒業予定年月 平成 27 年 3 月  （当初の卒業予定年月    平成 27 年 3 月） 

卒業が遅れる見込みの

場合，その理由 

□４年次に留学したため  □単位不足のため □新卒で卒業するため 

□その他（具体的に                          ） 

現在の状況および今後

の予定・進路等 

卒業後、就職する予定です 

就職活動や留学前の単

位取得，教育実習等に

ついての工夫 

3 年次での留学を計画していましたが選考に落選しました。しかしその一年間を、知識をよ

り蓄える期間として使うことができ、また、就職活動を終えての留学となったことで、気持

ちに余裕を持って、現地での勉強に励むことができたため、今では良かったと思っています。 

 

６．留学準備，留学中に役立った書籍，ウェブサイト等 

書籍，サイト名 詳細（出版社，URL 等） コメント 

釜山ナビ 釜山についての情報サイト  

コネスト 韓国全般についての情報サイト  

   

７．自由記述（後輩へのアドバイス等） 

1 学期間、約４ヶ月という短い期間でしたが、中身の濃い留学生活を送ることができました。釜山大学は、他国から多

くの学生を受け入れているため、幅広い交流ができます。また、バスターミナルも近いため、近郊へ足を伸ばすのも

楽しいでしょう。就職活動の時期が変わったということもあり、留学に関心を持っている人は是非とも挑戦してみる

べきだと思います。 
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